
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
、

格
差
を
た
だ
し
、
暮
ら
し
・

家
計
応
援
第
一
の
政
治
を
つ

く
る

　

第
一
の
提
案
は
、
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
、
格

差
を
た
だ
し
、
暮
ら
し
・
家
計
応
援
第
一
の
政
治
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
を
つ
う
じ
て
、
新
自
由
主
義
の

破
綻
が
、
世
界
で
も
日
本
で
も
明
瞭
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
路
線
を
根
本
か
ら
転
換
す
る
こ
と
は
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
ケ
ア
に
手
厚
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。
政
府
の

責
任
で
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
・
保
育
な
ど
、

ケ
ア
労
働
に
携
わ
る
人
々
の
待
遇
の
抜
本
改
善
を
は

か
り
ま
す
。
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
、
７
５
歳

以
上
の
医
療
費
値
上
げ
な
ど
窓
口
負
担
増
、
年
金
削

減
な
ど
、
社
会
保
障
削
減
政
策
を
中
止
し
、
拡
充
へ

の
抜
本
的
な
転
換
を
は
か
り
ま
す
。

　

②
人
間
ら
し
い
雇
用
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
で
最
も
深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
の

は
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
々
、

と
り
わ
け
女
性
と
若
者
で
す
。
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
路
線
を
抜
本
的
に
転
換
し
、
最
低
賃
金
を
時
給

１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
、
８
時
間
働
け
ば
ふ
つ
う

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

　

③
疲
弊
し
た
地
方
経
済
の
立
て
直
し
の
柱
に
中
小

企
業
と
農
林
水
産
業
の
振
興
を
位
置
づ
け
ま
す
。
コ

ロ
ナ
に
乗
じ
て
中
小
企
業
を
「
淘
汰
（
と
う
た
）」
す

る
暴
政
を
や
め
さ
せ
、
中
小
企
業
を
日
本
経
済
の
根

幹
に
位
置
づ
け
振
興
を
は
か
り
ま
す
。
農
林
水
産
業

を
基
幹
的
な
生
産
部
門
と
位
置
づ
け
、
歯
止
め
な
い

自
由
化
路
線
を
見
直
し
、
所
得
・
価
格
保
障
に
よ
っ

て
自
給
率
を
５
０
％
を
目
標
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

④
コ
ロ
ナ
の
も
と
、
多
く
の
学
生
の
陥
っ
て
い
る

深
刻
な
困
窮
は
、
政
治
の
恥
ず
べ
き
責
任
で
す
。
大

学
等
の
学
費
を
半
減
し
、
本
格
的
な
給
付
奨
学
金
を

創
設
し
ま
す
。

　

⑤
消
費
税
を
緊
急
に
５
％
に
減
税
し
、
経
営
の
苦

し
い
中
小
企
業
に
対
し
て
２
０
１
９
年
度
・
２
０
年

度
分
の
納
税
を
免
除
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
空

前
の
資
産
を
増
や
し
て
い
る
富
裕
層
、
大
企
業
に
応

分
の
負
担
を
求
め
る
税
制
改
革
を
行
い
ま
す
。

　
⑥
被
災
し
た
住
宅
へ
の
支
援
金
を
５
０
０
万
円
に

引
き
上
げ
る
な
ど
、
被
災
者
の
生
活
再
建
を
復
興
の

柱
に
す
え
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。憲

法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・

民
主
主
義
・
平
和
主
義
を
回

復
す
る

　

第
二
の
提
案
は
、
憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・
民

主
主
義
・
平
和
主
義
を
回
復
す
る
こ
と
で
す
。

　

安
倍
・
菅
政
権
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
立
憲
主
義

を
再
建
し
、
負
の
遺
産
を
一
掃
す
る
こ
と
は
、
新
し

い
政
治
が
ま
っ
さ
き
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。

　

⑦
安
保
法
制
、
秘
密
保
護
法
、
共
謀
罪
な
ど
、
安

倍
・
菅
政
権
に
よ
る
憲
法
違
反
の
立
法
を
廃
止
し
ま

す
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を
撤
回

し
ま
す
。

　

⑧
「
森
友
問
題
」「
加
計
問
題
」「
桜
を
見
る
会
」

の
問
題
な
ど
、
一
連
の
国
政
私
物
化
疑
惑
を
徹
底
的

に
究
明
し
ま
す
。
内
閣
人
事
局
を
廃
止
し
、
日
本
学

術
会
議
の
任
命
拒
否
を
撤
回
し
、「
忖
度（
そ
ん
た
く
）」

を
生
み
出
す
強
権
政
治
の
根
を
断
ち
、
透
明
性
あ
る

公
正
な
政
治
を
築
き
ま
す
。

　

⑨
自
民
党
が
進
め
る
憲
法
９
条
改
定
に
反
対
し
、

国
民
投
票
法
改
定
案
（
自
民
・
公
明
・
維
新
案
）
を

廃
案
に
追
い
込
み
、
改
憲
発
議
を
許
し
ま
せ
ん
。

覇
権
主
義
へ
の
従
属
・
屈
従
外

交
か
ら
抜
け
出
し
、
自
主
・
自

立
の
平
和
外
交
に
転
換
す
る

　

第
三
の
提
案
は
、
覇
権
主
義
へ
の
従
属
・
屈
従
外

交
か
ら
抜
け
出
し
、
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
に
転

換
す
る
こ
と
で
す
。

　

⑩
沖
縄
県
民
の
民
意
に
背
く
辺
野
古
新
基
地
建
設

を
中
止
し
、
普
天
間
基
地
の
無
条
件
返
還
を
求
め
ま

す
。
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
正
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

⑪
米
軍
へ
の
「
思
い
や
り
予
算
」
を
廃
止
し
、
米
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国
製
の
高
額
武
器
の「
爆
買
い
」、「
イ
ー
ジ
ス・ア
シ
ョ
ア
」

代
替
案
、「
敵
基
地
攻
撃
」
能
力
保
有
の
た
め
の
武
器
購

入
な
ど
、
大
軍
拡
の
危
険
と
浪
費
に
メ
ス
を
入
れ
ま
す
。

　

⑫
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
し
、
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
の
政
府
と
し
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実

現
に
向
け
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

⑬
中
国
に
よ
る
覇
権
主
義
・
人
権
侵
害
に
き
っ
ぱ
り

反
対
し
、
国
連
憲
章
と
国
際
法
を
順
守
さ
せ
る
立
場
で
毅

然
（
き
ぜ
ん
）
と
し
た
外
交
的
対
応
を
行
い
ま
す
。

地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、

自
然
と
共
生
す
る
経
済
社
会
を

つ
く
る

　

第
四
の
提
案
は
、
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自

然
と
共
生
す
る
経
済
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

気
候
変
動
問
題
で
も
、
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
問

題
で
も
、
地
球
規
模
で
の
環
境
破
壊
を
止
め
る
こ
と
は
、

人
類
の
生
存
に
と
っ
て
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

⑭
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
実
質

ゼ
ロ
に
し
ま
す
。
大
型
石
炭
火
力
の
建
設
計
画
を
中
止

し
、
既
存
施
設
の
計
画
的
停
止
・
廃
止
を
実
施
し
ま
す
。

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
電
力
の
４
割
以
上
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
い
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

１
９
９
０
年
比
で
４
０
～
５
０
％
削
減
す
る
計
画
を
策

定
・
実
施
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
の
経
済
社
会
の
回

復
は
、
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
（
環
境
に
配
慮
し
た
回

復
）
の
立
場
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

⑮
原
発
の
再
稼
働
を
中
止
し
、「
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
」

を
実
現
し
ま
す
。
破
た
ん
し
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
か
ら
撤

退
し
ま
す
。

　

⑯
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
防
ぐ
う
え
で
、
健
全
な
環

境
、
人
間
の
健
康
、
動
物
の
健
康
を
、
一
つ
の
健
康
と
考

え
る
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
ア
プ
ロ
ー
チ
が
国
際
的
な
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
を
拡
散
す
る
恐
れ
の
あ
る
野
生

生
物
の
取
引
と
消
費
の
抑
制
、
森
林
破
壊
の
防
止
と
土
地

利
用
の
転
換
の
抑
制
、
自
然
と
の
調
和
を
欠
い
た
農
業
や

畜
産
か
ら
持
続
可
能
な
食
料
生
産
へ
の
転
換
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、

多
様
性
を
大
切
に
し
、
個
人
の

尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治
を

　

第
五
の
提
案
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現
し
、

多
様
性
を
大
切
に
し
、
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治
を

築
く
こ
と
で
す
。

　

⑰
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
後

進
国
・
日
本
」
の
矛
盾
が
噴
き
出
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

女
性
が
職
を
失
い
、
家
事
・
育
児
負
担
の
増
大
、
Ｄ
Ｖ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
、
女
性
の
自
殺
が
増
え
て

い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
大
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
問
題
に

対
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
貫
く
と
と
も
に
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て
以
下
の
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。・

雇
用
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
を
な
く
し
ま
す
。

・
民
法
を
改
正
し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
実
現
し
、

同
性
婚
を
認
め
ま
す
。
戦
前
の
「
家
父
長
制
」
を
引
き

継
い
だ
「
世
帯
主
」
の
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

・
性
暴
力
根
絶
を
め
ざ
し
、
強
制
性
交
等
罪
の
「
暴
行
・

脅
迫
要
件
」
を
撤
廃
し
、
同
意
要
件
を
新
設
す
る
な
ど

の
法
改
正
を
行
い
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
＆
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
・
権
利
）
を

保
障
す
る
施
策
を
進
め
ま
す
。

・「
２
０
３
０
年
ま
で
に
男
女
半
々
」
を
め
ざ
し
、
政

治
分
野
な
ど
政
策
・
意
思
決
定
の
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

⑱
外
国
人
労
働
者
へ
の
差
別
を
な
く
し
、
労
働
者
と

し
て
の
権
利
を
保
障
し
ま
す
。
難
民
認
定
制
度
、
入
国
管

理
法
の
抜
本
改
正
を
行
い
、人
権
を
蹂
躙
（
じ
ゅ
う
り
ん
）

す
る
非
人
道
的
な
収
容
を
や
め
ま
す
。

　

⑲
少
人
数
学
級
の
速
や
か
な
実
現
を
は
か
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を
大
切
に
し
、
一
人

ひ
と
り
を
尊
重
す
る
教
育
を
保
障
す
る
た
め
に
、
少
人
数

学
級
は
重
要
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
過
度
な
競
争

と
管
理
と
い
う
教
育
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
意
義
を
も
つ
も
の
で
す
。

　
⑳
国
費
を
数
千
億
円
単
位
で
投
入
し
て
「
文
化
・
芸

術
復
興
基
金
」
を
緊
急
に
設
立
す
る
と
と
も
に
、
国
の
文

化
予
算
の
大
幅
増
額
を
は
か
り
、
文
化
・
芸
術
を
人
間
が

生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
糧
と
し
て
守
り
育
て

る
国
を
つ
く
り
ま
す
。
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